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第8図 各式餌木とその利用部分

iマッノキク匕式 iiラツノコキク匕式
iiiキイCDキク匕式 Vキポシ式
ivシラホシ式い Viカミキリ式
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後快被害の変化

斜線部分は•後余技
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第10図b

_、緒 言 ^

松喰虫」)主な防除法は被害木伐倒處理法と饼木誘殺法である。本書ではその後者た就いて、然も 

マツノキクヒムシー・種類だけに對する餌未誘殺法に就いて述べようとするのである。普通餌木と言 

へば服く林內に棲启して居る害蟲を、害蟲の習性を利用して處置しやすい樣に一個所に誘引する爲 

の皮付丸太をさすのである。一松喰蟲の樣に樹皮下に穿孔Tる習性をもった害蟲はその蕃殖期には伐 

倒した木によく寄生するもので、特にマツノキクヒムシは好んで伐倒木に多く!m集するから、この 

時期に先立って饵木を設けておき害蟲が最も寿く集った時期に之を驅除しようと言ふのが伽木誘殺 

法の原理で、その1T效のあることは可成古くから知られて居る。然し諸種の事由からではあるが、 

現在この方法はあまり用ひられて居らず、又應用されて居る揚合にも充分にその方法が活用されて 

居ない樣に思はれ、筆者は甚だ遺憾に思って居る。その原因については次の諸點が考へられるc

1. 仰木の設置時期や徹牧處理の阳期を決定するには害蟲の生態に可成通曉し・なけ担ばならないが、 

驅除實行者が’苫蟲の生態を一通り心得る為には相當の素質と經驗とを必要とすること。

2. 害蟲腐當官に對する行政官魔の機構及び人事が不適當な形であること。

3. 從來の餌木誘没法に關する技術指導書が餘りにも少く、且つ盛業と適切な結びつきをもたなかっ 

たこと。その爲正鵠な批判を受けて居ない。

4. 害蟲の移動は可成廣呃圍に亘る爲、小面祺森林所有者達にとっては被害の原因至なして居る敏材 

業者、其他の森林所冇者のため!て犠牲を拂ってまで餌木を設置する程のゆとりをもたないこと。

5•饵木は手頃の大きさに玉切って伏込まれるため、盜難にかゝりやすいこと。

等々が擧げられ、その一つ六つはその解決、に可成長時日を必要とする樣に思はれる。勿論筆者は 

本書によってその原因の全てを除去しようとは考へて居ないが、玆にマツノキクヒ4シー種覲だけ 

に對する餌木誘殺法に就いて述べようとするのは、限られた紙面において種類の多い松喰蟲全般に 

亘る仰木誘段法に就いて述ペ・たのでは勢ひ不得要領に終ることを恐れたからである。ともあ荆筆者 

は浙木誘殺法の,效果を充分認めるもので、是非事業面にも實施應用されることを願ってやまないが、 

その際盛者の廢說や私見がいさゝかなり共褂溢する所あれぱ幸甚である。

二、マツノキク匕厶シの槪說

1•所屬及び名稱・

分類學上の位形 ・'

鞘翅目 Coleop匕era

具吻類吻口類Rhynchophora

小蠢蟲科Jpidae

マツノキクヒムシ屬Myelophilus 囂需豔麗慕・成岫
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マツノ キクヒムシ Myolohilus piniperda L.

ー異 名=まつのこしんくひ、まつの直孔穿孔蟲、マツノオホシンクヒ、松穿孔蟲、松のしん 

くひ穿孔蟲

2. 分布 \

本州・九州・四國・北海道(南都J)•朝鳞・臺灣・滿洲•支那・蒙古・歐洲・北米•シベリヤ

3. 加害樹種

アカマツ、クロマツ、テウセンマッ、(テウセンゴヨウ)、ストローヴマッ、欧洲アカマツ、欧洲

クnマッa ■

爲n中河衍蕃殖時二は樹幹下部及伐根の樹皮下。後食時には新芽の髄。)-
I加占部庄 越冬時には伐根の樹皮］;及び樹幹下部:, )

4. 形態(第4圖) • •

成蟲 阪は黑色・又は黑褐色で光澤があり、頭及び前胸に灰色粗毛を生ずる胸部は前方稍々狹少と 

なり、前潮脊び中央には滑らかな縱線があ如其の兩側は細點を粗布し、翅椚は前晌存より幅廣く 

長さは幅Z)約3倍、翅植には敬條う細い阳列がある。列間部には小颗粒狀突起があり、之に剛毛を 

裂うて居るが、拿2列では衍面部消滅して淺い溝をなして居るcこの特徴は雄に著しく、之がマツ 

ノコキクヒムシMyclophihs minor Hartigとの諭別點となつて居る。觸角は褐色で球桿は4節、 

中間部は6節よりなって居る。僵長4.〇〜5.0mm、普通4.5mm。

卵 眞珠光澤Z)ある白色c長徑、Omm短徑O.Gnim、

幼蟲 頭部黄色、口器褐色尖端濃色、體は乳白色で療脚。胸即の痕跡がある。閥長6.0mm內外。

蛹 紡垂形。半透明白色の裸蛹。閱長5.0mm內外。

5. 加害狀況、 .‘ ヽ、 .

本種は廣く循大陸;て分而するが、歐洲に於いても松類の害蟲として知ら机、ドイ・ッでは古くから 

Gros沱n Waldgartner (森Z)庭師、又,は山の植木屋)と呼ばれて居る。本種の加害は次の樣に大別 

される。‘、

(1)薪殖のための加吿(第2圖mb)

本極の母孔(交尾室穿入孔、交尾室Ranimellcammor.產卵孔Mutterg血!g.產卵窩Eiergruben 

換愆孔等を總調して母孔と言ふ)は松樹の囲皮部裹而即ち靱皮部に縱につくられる。但し木質部に 

も極めて淺く蚀痕が見られる程度である。交尾室穿入孔は粗皮の割目の低凹した部分につくられ、 

伐倒木の場合にはそこから木屑がふき出して居3のでその,所在が容易に見分けられ危。生立木や伐 

倒殳間もないものでは松脂がふき出して金平糖狀の孔壁をなして居ることがある。この母孔の型式 

は單縱孔 Simhle short tunnel(6吋以下)、Elongated irregulars (6吋以上)、Einarmige lotgange, 

Couloir de ponte vertical simpleと呼ばれるもので、中には多少横に倾斜して居たり、左右に灣 

2。——

曲し〔居るものもある。之は靱皮繊維の構造に支配されるものであることが多い。母孔。•幅は4.〇〜 

「•Omniであるが、廣狹一定しない。1母孔について4個までの換氣孔を穿って居ることがあるが、 

’全くそれをもたないものもある。本碰の寄生部位は根元の皮I宰25mmの所から皮厚〕mmの樹梢近 

くまで何れも分布して居るが、殊に3m匝下で皮厚2mm以上の原皮部に多く、根元部］mの所に總 

母孔數の33幼が存在し、〇〜3m迄の部分に全母孔の59.6%が仔・して居・る.所から見ても原度薄皮の兩 

所へ穿入寄生するが、殊に皮のものを好むと思はれる。交屋室の完成直前にその位形で交尾が行 

はれるのが普通である。交尾後雌は母孔の雨側、稀に一側に白色の卵を4〜10個宛接近せしめ、但 

し一つ宛丁华に產卵窩と稱子る凹味J)中に產下して行く。產卵窩の總數は母孔の長さと密接な關廉 

があり、T1 础rdh氏の研究でも略直線的な關係が報吿されて居る。即ち50mmの母孔で血,60mm 

で45, 70n】mで50, 80n)mで60, 9〇 mruで75と云ふ結果になって居るが、筆者等の調查では4〇〜:100 

平均60となって居り、稀に2.00に及ぶことがある。

孵化した幼’蟲は母孔に直角の方向に食進し初めるが、その食跡は普通幼蟲孔(子孔、仔孔)と呼 

ばれ、之は途中I〜2回交錯して交錯點から上下の方向に屈折することがある。この交錯する現象 

が指摘されたのは可成舊いが、その理由についての說明はl樹の寄生が多い爲だとか、寄生木が小 

徑な爲だとして居るのは誤りで、大徑木に極く少數密生した埸合にもこの現象は認められ、筆者の 

觀察ではこの時期に幼蟲は股皮を行ひ、又寄生菌に犯されるChance•もこのM期と一致すると考へ 

て居る。幼蟲孔の末端は平盤狀(9.0x36.0mm)に臧がり、その一部から蛹室への穿入孔が穿たれる 

のである。幼蟲孔の全長は一定しないが、1〇〇〜120mmである。 ー ’

蛹室は靱皮內につくられ、薄皮部では邊材に多少喰ひ込むこともあるが、厚皮部なら蛹室穿入孔 

に連接した廻轉帝叨體狀で、長徑5.0mm短徑3.0mm內外、60。程の角度を保って居ることが多い。 

羽化した成蟲は1週間位蛹室の內部に潜んで居るが、外界の温度變化によって外部へ飛び出すので 

ある。その際圈皮面に徑1.8〜2.0mmの孔を穿つのである。この・Lを飛孔Fluglochと呼び!•飛孔の 

數は凍卵教に比して極めて少いのが普通であるが、之は捕食蟲(アリモドキカッコウ、ヤコサシが 

メ、オホコクヌスト、ラクダムシ等)によって殺されるものがあるからで、寄生菌によってもこの 

現象の起ることがないではない。或ひは一個所に多數蕃殖した場合等幼蟲孔び接麒から榮養不良に 

陷って蛹化出來ないからであることもある。飛孔の配列は母孔に對して不規則であZ Qが曾通で、 

こ〇貯iはマツノコキクヒムシなどの場合とは甚だ熨って居る。

(2)榮養攝取のための加害(第、3圖角,b)

6〜7月頃羽化した成蟲は生立木の滿1年生の若枝に侵入して髓心部を食害する。8〜9月頃になる 

と當年生の若枝が成熟するので之にも侵入する。之は成蟲が充分榮養を攝取し越冬期間にそなへ、 

又翌样の生殖作用を全うするためにも必要だからであらう。この樣に成蟲にな.ってから榮養を攝る
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ために攝食することを一般;二後食Nachfra^と呼ぶのである。後食はマツノキクヒムシやマツノコ 

キクヒムシだけに限らず、他のゾウムシ科Curculionidaeカミキリムシ科Cerambycidaeの昆蟲に

' •ヽ Z
も見られ、マツノトビイロカミキリMonochamus Te^erula White等が若枝の粗皮面を後食するこ 

とはよく知られた事實である。後每の隣、本蟲は松の頂芽の先端から5〜8mm下方に穿入し、そこ 

から上方に向って住害し、冬芽の下方1cm內外の部分から外部二脫出する。比皎的大徑な枝條に穿 

入した時には偏心軸心を交互二繰り返へしながら南進することもあり、極く小徑部では恰も軸心に 

食害して居る樣,こ見えるが、一般には偏心である〇偏心に穿孔するため穿入部から極めて折れ易い 

ことは特に注目に値する。穿入孔には松脂が白く金平概狀に堆mし孔壁をなして居ることがある。 

成蟲’£1日約10mmの食進速旋で食害をつヾけ、次から次へと若枝を變へて1〇月頃まで後食をつビ 

ける』後斐は主として梢端部に限られ‘、無風地帶の後食被吿木等では1〇月頃黄白色に欧化じた若枝 

を恰も蓑の樣にぶらさげた狀態になる。偏心に食舍された枝條は風當りの具合によっては極めて折 

れ易く、特に大風の際(アイオン颱風の時には各地で可成枝條の疼されたことを確認した)には大 

部分の枝條が叩き落されることになる。そのために風が後食害を除去して吳れたと言ふ話を卩日いた 

こともあなが、之は大變な間厘ひで、一見被害丹除去さ、れた様であるが、蟲は地上に落ちた後、越 

冬態勢に移り、翌春再び害を繰り返へすのである。又風によって叩き落された後、梢端部は著しく 

枝條が少くなって骸铮狀となるのが普通で、之は筆者が〃山梨型〃と呼んで居る被害樹型の一つで 

あるが、又一般には〃梢端枯れ〃莓とも呼ばれて居るものである。

(3)越冬のための加害(第4圖、第5圖) -

Niisslin11 Rhumbler兩氏に依れば、北歐洲では11〜12月頃になると今迄枝條部に居た成蟲は立 

木の地上1.50m位までの高さの幹部や新しい伐根等の樹皮下に多數穿孔して越年し、この際母孔の 

樣なものは作らないで不規則な穿孔をなすものであると報告されて唐る。筆者は1948年越冬埸所に 

就いて調査した所、若枝石歸部で後食の態勢の儘越冬して居るものを山梨縣、 東京都、及び靜岡縣 

の各地で觀察した。又山梨縣南部都留郡鳴澤村では風のために叩き落された枝條中に成蟲の入った 

儀ハもの多數を觀察した。井上元則博士は北海道弟市地方で筆者同樣枝條商に越冬中のものを觀察 

し、之は耒だ後食の充分終らないものであらうと述べて居るb又前橋營林局在勤の加邊正明氏は伽 

木に依る誘致試發を行った所、8月21日設定した餌木にマツノキ々ヒムシが次の樣に來集するのを 

記錄して居る。

月 日I S/IX吟 18/院3/IX 28/ix 合計 調査場所 彌立年度

j個將敗| 68
9 83 5 3 168 福嵌縣双葉郡津烏村大字赤宇木 

字椚平國有林アカマツ林內
1948

之に就いて同氏は「之は越冬所探索のための飛來と推定される」と結論して居るが、以上の事實
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を次の樣に解課するのが最も妥當の樣に思はれる〇

.本瓯の後食から越冬への移行は極めてその限界が不明確であって、後食中にも風等の為に枝條が 

叩き落され、蟲が枝條と共に地上に落ちることがあると、蟲はしばらくは枝の中に居るが、間もな 

く匐出し附近の伐倒木等に來集するもので、之は結果において加邊氏の結論した様に越冬所探索の 

爲と思はれるのであるが、風によって叩き落されることがなければいつまでも技條に殘って居るこ 

とが珍らしくない。桀茂は一度越冬狀熊に入った成蟲が、越冬期間中に產卵に移行する事實を牌岡、 

縣小笠郡笠原村大字三澤関有林內で觀察したが、乏は日平均氣溫15°c以上の温］辱な日が約8日間 

連緻したためで、從って冬期に日平均氣温が!5°c以下に下らない様な溫暖な地方なら越冬と産卵 

とが會致する結果となることは考へられるのである。林業試驗塲熊本支堤、日髙技官は九州地方の 

マツノキクヒムシは、全部後食に次いで產卵を初めるので越冬と言ふ特別の現象はないと言って居 

るが充分にうなづける巾である。 '

「又筆者が本州中部地區において觀察した結果ではイ・根或いは根部に越冬して居る例が極めて多 

い。」

尙越冬痕の形は’第4圖及び第5圖の通りであるが、越冬痕の特徴はその形が不規則である許りで 

なく、白褐混合の木屑を充塡して居ることである〇

6.經過習性’ ゝ -.

本種の世代は年1回が普通で、通常成蟲熊で越年する。九州地方では10月から翌年3月に豆って 

產卯するので、特に越冬と冒ふ現象が見られないと言ふが、山陽地方、東京地方では3月頃、東北 

地方、北海道地方では4月中旬頃外界の直溫が15°cを磨える様になると越冬所を飛び出し新たな 

食餌木’求めて產卵を開始する。産卵期間は比較的長く 20日間位續くが、卵期間は積却溫度に關係 

し、不定であって5〜21日間である。幼蟲期間は井上博士は約20日間と言ひ、加邊氏は60日と記錄 

して居るが、筆者は3月〜ゝ6月の間調查した結果平均70日であった。蛹期間は平町7日であったが、 

加邊氏によれば丄〇日、井上博士によれば16〜20日となって居る。但し羽化後の成蟲が飛孔を穿って 

脫・出する.までの期間を加算すると、筆者の結果は14日となって居る。新成蟲は九州では5月上旬〜 

中旬、山陽地方、東京地方では8〜7月、東北地方では6月下旬〜7月上旬、北海道では、7月上旬 

頃より發生する〇羽化當初成蟲の閥色は半透明に近い白色であるが、間もなく黃色に變じ外界へ飛 

び出すのである。次いで第1回の後食によって艘色は黃色褐色ー黒褐色T黑色T光澤黑色と日々 

變化する。新成蟲は生立木の枝條部で後食をなし、10月頃枝條の落下と共に地上に落す樹幹下部又 

は伐根等に越冬孑・るのである。
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マツノキクヒムシの地力•別に見た蕃殖期間

ふ ・間 冊來期 羽化期

九 厂州地 方 10 月〜3月 5月上旬〜5月中旬・

山 陽地 方 3月上"JU〜5月 6 月〜7月

束 京地 方 3月上旬〜G月上旬 6 月〜7月

東 北地 方 4月中句〜6月上旬 6月下旬〜7月

北 海道地 方 4月中旬〜6月上旬 6月下旬〜7月

三、マツノキク匕ムシに依击後食被害の問題とその對策

現在本州中部以北の地ではマッノキクヒムシの成蟲に依る後食被吿が極めて目立って居るので、

「之は被害の初期であるから速かに伐倒しなければならぬ」と眞劍に騷いで居るが、之はー應無理 

のない話である。然し後食被害木の被害部は枝條だけで、その樹皮下は‘仔殊の場合を除いては被害 

を受けてゐないものであるから、之を伐倒して剝皮焼却を行っても害蟲驱除の目的からは何等の意 

味もなさないものである。但し快防の目的から剝さだけの處理は是非行って貰はねばならぬが、樹 

皮を饒却する必要は全くなく、唯この際落枝、枝條等にも氣を配りつ'焼却するとでも言ふのなら 

兎に角現在之を實行に移して居る所は殆んどない。防雪林、海岸防砂林、、土砂打止林等災害防止の 

目的のために特殊な施業を行って居る林が後食害を受けた時之を伐採すべきか、又はすべきでない 

・かは極めて大きな問題であるが、第者は以上の理由から少く共全面的に伐倒することは差控へた方 

がよいと思ふ。

この關係は圖に依って解說した方が判り易いと思はれるので第6圖に從つて解述して行き度いと 

思ふ。圖の左は伐倒木、造材等のない場合の蠢害經過を示めして居り、右は伐倒木、造材のある場 

6

合であるc Aの立木に备殖したマツノキクヒムシはA.B-Cの捎端に飛び、その枝條を後食し、 

成蟲は大部分枝條と共に地表に落下し、Bに旬ひその樹幹下部に越冬する。無風時(靜穩)には枝 

條の落下は少く、從って枝條は越冬するものが可成多い。又稀に樹皮間隙に’越冬するものもあるか 

も知れない。その點は詳かでない。翌春越冬所Bを匐ひ出した成蟲は一部新弥に穿入して所謂再生 

食Regeuerationsfrasaをやるが、大.部分はCの樹幹下部に穿入蕃殖する。羽化飛出した成蟲は旣 

に枯れたA及びBを保き、他の樹の枝條部に穿入する。この蚀害即ち蒂碗時A.C及び越冬時Bの 

繰返へしに依って松樹は枯れて行く。又後食時の蚀害に依って樹勢が弱められてから、この被害程 

度の進んだもの’は次期には蕃殖時蚀害の對象となることが多い。圖の右は伐倒木、造材のある場合 

の一例である。この埸合立木よりも伐倒木、造材の方が器殖に好都合である關係上マツノキクヒム 

シはこれらの伐倒木。造材Xに蕉殖し、羽化した成蟲はE・F ° Gの枝條部に飛び後食する。後食 

を受けた枝條の多くは落下し、成蟲も枝條と共に落ちる。次いで伐根A又は林內の衰弱木Fの根際 

抜穿人し越冬する。翌春その頃、再び造材X・等が運ばれて來たり、被害木の處理と稱して槌皮下 

セ蚀’銘:されて居ない後食被害木を伐倒したま、その處理が遅れたりすれば越冬所を出た成蟲は之に 

菲殖して、再び枝條に飛び後建害を繰返へす小になる。この際枯れるのはFだけである。若し全部 

伐根に越冬したとすれば1本も枯れな.いで済む寿になるq伐倒木、 造材のない場合にはA・B・C

-と胃ふ樣に枯損木本數が多いが、伐倒木、造材のある場合には枯損步合は極めて少く、山梨縣下・ 

關朿及び東北地方ではこの種被害が最も顯皆である。以上の例で伐倒木・造材のある場合にX,が 

置かれないか、伐倒木、 •造林のない堤合にX,が置かれるかすると、その時期を境として右水ら左 

へ、或ひは左から右へ變化することは言ふまでもない。今、後食の際の食進速成を1日10mm、1本 

當りの変害區間を40mm (平均)、有效後食期間(風筈によって機械的に枝條が叩き落されない場合 

の後食期間)を7月からio月までの!2〇 a間とすれは、1頭が食害する枝條本數は3〇本である。後 

食被害木の被害部は一般に枝條だけで特殊な场合を除いては樹皮下の触害も受け・てゐないものであ 

り、又後食被害枝條の大部分は蟲瞠をその內に止めて居ない。之は1頭の個體が數十本の枝條を後 

食によって枯らす爲で、今假りに計算例の通り［頭が3〇本の枝條を後食するものとすれば、後食の 

以終期の狀態で尙枝條カ哙ぐ落下せず恰も蓑をぶらさげた樣に外觀見苦しい狀態になって居ても、

・ 1
その全てに蟲が居るのではなく、蟲の數は理論的にはそのて"に過ぎないのである。この時期には 

蟲が屋い範圍に散亂して居り、晦除のためには最も具合の惡い時期であることは明白である。

筆者は後・食被害木は伐倒すべきでないとか、剝皮は良いが樹皮を焼却する审は無駄だと述べたが、 

現在松喰蟲の驅除は〃早期發見、 早期驅除"だとか、〃被害木は伐り倒し、皮を剝いで燒きませう" 

とか大いに啓蒙宣傳を行って居る折柄、直接現場にあづて驅除に當る事業擔當者を迷はさない爲、 

次の點・だけを述ペ誤解や困迷を避けたいと思ふ。

• ' • ノ ・ -T .
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後食破害地の手當をなすに當って先づ第一に心掛けねばならない卓は、その地域に於いて被吿が 

如何なる經過を辿って現任の狀態に達したかに就いて充分檢討を加へる功である、。伐倒术・造材等 

が附近に散亂して居へ それらに菲殖したマツノキクヒムシが附近の枝孫へ飛散L、後食を惹起し 

たと思はれる時には今後再び破客地の附近にそうした危險物X,が置自ざりにjれるおそれがない 

・かを巻求し、若しやむを得ず置かれて居る樣な、又置かれるおそれがある場合には4月〜5月の2 

ケ月間,こ少くも剝皮だけの手峦はしなけ対ばならない。又この際そうした危險物を逆に何木として 

指定し、う矛末頃(地方によって差があるが、饵木誘段法の世珂時明と同調すればよい)全部剝皮 

すれば、後食害を末然に防止・出來る許りでなく、同诗に害暗の驟除を併せ行ふことが出來る。又更 

に先手を打って被害地附近の伐根を2月末頃までに剝度し、伐根上にた宣なしで中の蟲加焼殺する 

か、若し浸透性の强い藥削、例へばオルソ。ディクロール。ベンゾールOrtho Dichlor Benzolの 

槎な藥品が入手出來れば、之を伐根匕注ぎ、土をもって覆ふておけば彳)效である。籤が伐根奔の越 

冬所から出て、伐倒木や造林或ひは生立木等に移るのは3月半頃から4月半頃が最も盛んだから、 

それ以後に伐根を處理することは無駄である。原價の高い藥品類を耍除に用ふる場合には害蟲の吿 

態を餘程考へてか、らないと無意味な疚に多大の經費を費すことになるから注意を要する。要する 

に防除の重:點をどの場所峰注ぐか辛、全く時期が之を支配して.居るから、時期を者へほい防除法は 

何導效果がない。特にマツノキクヒムシの樣に轉々としてその場所を變:る和類に劉しては、その 

點を充分呑み込んでカゝヽらないと、皓局手も京も出ないことになる。筆者の觀察した範圍では以上 

の樣な伐倒木。造材のある場合の例に該當する地域は可成多いが、又一方新墾した苗畑•開拓地等 

で、その開拓計畫が2〜3年に亘る様な場合は別として、1回の伐採で伐倒木を散亂させて居る內に 

マッノキクヒムシを離殖させ、附近の林が後耍害を受けた場合、再び伐倒木が附近に性きさりにさ 

れるおそれはないけれ养、一度蕃殖したマツノキクヒムシは蕃殖の場所を生立木に求める結果にな 

るからその儘放直するわけにもゆかないと言・ふ樣な•特殊の事情に置かれて居る地域もないではない 

と思ふ。從ってその場合の手當法について少し述べることにしよう。かうした被害地では後食被害 

の程度に應・じて月末頃迄に血當り6〜30本の後食被害木を伐倒し、取扱ひが使利な樣に玉切り、第 

7圖の樣な恰好｝C組立て、置くのである〇この仕掛けを筆者は〃マッノキクヒ式何•木〃と呼んで居 

るが、この饵木にマツノキクヒムシを誘引して旺いてー齊に皮を剝いで蟲を殺す方法をマッノキク 

ヒ式仰木誘殺法と言•ふのである。この方・法については項を改めて解述することにする fの方法の 

實施期間は選木、 伐木から徳收處理までを通算すると約6ヶ月の長期間に亘り、又何時の時期から 

でも任意に着手することが出來ない缺點をもって居るので、豫め全體の要領を充分呑み込んだ上で 

計就を組み、實施に當・っては他にわざわひされてそれぞれの時期を逸しない樣に心掛けておくこと 

が肝要である。又伐木の徹收時期は所謂人夫委せでは不徹底と在り、かへって不測(6災を招くもの 
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であるから、出來彳导れば喺ブロツク、止むを得なければ地方ブロツク每に伐木試驗地を設定し、そ 

こには熟練した優秀な技術員を配置し、絕えず御木誘殺法を實施せしめ、徹收時期を決定したなら 

ば速かに縣下全般に指令を發し、何木の徹收勇理を實施せしめると同時に御木と同様の作用をなし 

つ,ある危險物・二相當する全ての物件の處理を行はせる閥勢にすべきであらう、餌木試驗地の指 

那は各ブロック(北海道、東北、東京ゝ關西、九州)に配置される林業試驗揚支場害蟲硏究若が之 

に當る可きであるが、單に學術上の資料Dataを蒐集し之を統計するに止まらず、彼極且つ速報的 

・にその年々、その地方の害蟲の經過を觀測し速報する、換言すれば氣象關保に於ける氣象觀測所(測 

候所)の樣な役割りを果たす可きである。今日氣象通報がラヂオ等で發表される様に何皆かの形で 

迅速な通報が實施される様にならなくてはならぬと者へるのである。又乏しい防除費をいたづらに 

長期間に亘って分散消費するよりも之を吏點的に使途し、特に伐根處理等の樣に危險を伴はない驅 

除作業等は學童の社會科實習に結びつけて行ひ、子供等に屋蟲の生態を觀察させつ、一方駆除費を 

節約する•ため彼等に採集させること等が比較的良い驅除の方策であらうかと者へて居る。尙この際 

兒童に簡單な剝皮器を貸與し、作業能率を上げさせる様工夫することを忘れてはならない。

四、マツノキクヒ式餌木誘殺法

從來何・木誘殺法と言へば、對銀とするぽ蟲の種類ム可成取りまぜて來た様であるが、筆者は之を 

觀念的に、對象とする害蟲蔵に分離すべぎであることを强調する。そ养は害蟲の種類が異なれば生 

應が異なり、從って取扱ひ法が著しく相異し、略相似た生態をもつマッノ皐クヒムシ、マッノコ年 

クヒムシの兩種ごすら嚴密に言へば餌木の利用部分が異って居り、到底鶴一に取扱へないからであ 

る。例へば1本の松の木を何木として利用する場含を考へて見ることにしょう、第8圖に示めして 

ある通り、害蟲の種類によってその寄生する部位は異なるから、從って利用すべき部分が異って來 

る。それだけでなく現M筆者は松喰蟲に對する餌•木誘殽法をマツノキクヒ式ゝマツノコキクヒ式、 

キイロコキクヒ式、シラホシ式、キボシ式、カミキリ式の6種に分類して居るが、どの型式につい 

て見てもその取扱ひ法にそれぞれの特徵があり、之等を同一の餌•木に就いて併用することは到底出 

來ない。從って害蟲破害即に就いて、先づその地域の主體をなす害蟲の種類を決定したならば、先 

づ近翳をその種の害蟲に指向してすべての驅除を行ふ必要があり、どの種類にもあてはまる樣な法 

方は一見萬能の樣であって永久に原始的方法の域を脫し得ないのて・はないかと愚考するのである。 

かうした見地から筆舀は敢へてマツノキクヒムシ類を對象とした所謂〃マツノ至クヒ式餌木誘 

殺法"に就いて以下少し詳細に述べようと思ふのである。

從來御木の分類は主として利用部分に依る分類と「樹幹供木」に就いてはその設0樣式による分 

類とを舉げて來たのであるが、害蟲の種類に關係なく饵木の利用部分によって分類すれば人略次の 

樣である。一寸脇道にそれる樣であるが’、後述する事項の參考までに揭記する。
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A•樹幹餌木

加邊氏は之を〃倒木何木〃と假稱して居るが、筆者はこの名柄は適當でないと思ふので敢へて〃楹 

幹画・•木吃と名付けた。1本の松樹を部分に分つとき根、幹ゝ枝等に分つのが普通で、"倒木"と含 

ふのは樹木の特定の狀態をさすのであって、決して部分の名稱ではない。"倒木〃と言ふ文字から 

吾々は種々な狀應が想像出來るが、その二三の例をとれば、樹幹が枝條をつけたまゝ根の附近から 

伐り離された揚合、根返へしになった場合、枝や葉が拂はれ、玉切りされたま、橫になって居る埸 

合等。この様:ニ極めてあいまいなこの名稱よりも明!^您"捌幹〃と呼び區別した方がよいと思ふ。 

之を更に設置樣式に從って細分する時、加邊氏は枕木式、様技式、配列式、立掛け式の4通りとし 

たが、之だけでは從來の饵木設置樣式に對しては不充分で、筆者は之を第9圖の樣にが通りに分類 

し、一層・具閥的にすることにした。これは石必要に細分したかの様に解譯する向もあるが、筆者は 

これらの型式を自分で編み出したのではケく、各地で從來見られた形を取纏め、之に便宜上名稱を 

與へたに過ぎないのである。所がこの名稱について林業試驗揚保護部畏今關六也氏から難解である 

と言ふ御批評を受けた。筆者としてはこの名稱については或る現地の害蟲擔當官からの意見をくん 

で居り、又・他に適當な名:•仰もないので假稱のまゝ記述することにした。又樹幹餅木には枝條饵木を 

併用する場合もあるが、この際樹幹衅木の上に枝蜂御木をかければ、材の急激な乾燥や變質を防ぎ 

得て、饵木としての有效期間を延艮する巩が出來るのである。

B. 枝條餌木 ’

樹幹の梢端部や枝條を餌木そのものとして使用するもので、特に樹皮の薄い部分を好む種類、例 

へばキイロコキクヒ等を誘致するのに有效である。又マツノトビイロカミキリの樣に御木に來集後 

枝條奪の蔭で交尾する習性をもつものにもこの種の餌木は有效である。筆者は1949年7月佐賀縣厩 

津市東唐津に於いてこの方法にょりニ彳並で約300頭近くを捕獲した。但しこの場合赤手捕殺する 

か、又は藥劑散布なら產卵施に施用しなければ效果的でない。

C. 伐根饵木

越冬期には極めて多數の成蟲が伐根に蝴集するので極めて有效である。特にこの時期にはー伐根 

當リの個體數が多い事と、未だ生殖作用を營まない前の個閥であると言ふ點で职除の時期としては 

最適である。但し處理困難な欠點をもつので、今後之に代る饵木を工夫する必要があらう。

筆者等が食根調査を行った結果は次の樣である。

(1)日當りと越冬との關係

(•産卵時にも同樣の倾向が窺はれ、林外裸地 
日’當リのよい林外に最も多く、林緣芯に次ぎ、林內にと林内に於いてルビッチ日照計により日胞 
最も少ない。 住 工ネルギーを測定し、穿入蟲耿お働査比做

・した所、器械測定でも同樣であった。
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伐根位笛 1、均越冬蟲敦

靜岡森引佐郡三ヶ日町 
曲國冇林内醐3t

(1948)

日肪エネルギー
単位面祂1000cm, 
當頭數 摘 耍

林內

林緣

林外

0.50

1.75

8.33 -

356.7 gclcm2

267.8 gclcm«

2.26/100 .'cm-!

1.30/1000cin2

ルビ・シチ式日照叶なえ 
って日照エネルギーを 
同日測定した。仰木5 
本の甲均。

束京都南多廩郡横山村下長房は驗坞構內調査(1949) '

(2)被害木から伐根までの距離と越冬との關係

被害木を遠ざかるに從って越冬蟲數は少くなり、20m以上距ったものには蟲體を認めて居ない。

散、調査は3月伐採したアカマツ皆伐地に於いて行ひ、被’占を受けた保殁木から各伐根までの距離を測定した。

•被缶木からの距離 平均越冬掛敷

束京都南多皮郡横山村上疏民右林內伽态

(1948)

〇〜【0m

11〜20m

21〜30m

4.60
(

3 00

0.00

(3)伐根面の松脂の多少と越冬との關係

伐根而の狀應 平均越冬蟲数
松脂がよくふき出した伐模に特に多い。

靜岡縣引佐郡三ヶ日町黄)國有•林內説査

• 348)

松脂がふき出し1勺く固った狀態のもの 

松脂の浸出少いLの

7.25

0.80

蕃殖時にも伐’史の利用される事は珍らしくないが、利用率はあまり髙くない。

時期刖に見た伐根に於ける穿入數を單位面積(1000cm2 )當りで計算し表にす・ると次の表の通り 

である。

この表から見ても判る通り、伐根餌木の霞加期間は越冬期の方が有利で東京地方なら:10月から2

、時 

例、
善殖時/1000cm2 越冬時A 000cm'- 調査掛所(1948) 摘 耍

1 2.»8 5.V4 幣岡縣引佐郡三ヶ日町 
釣國有林

着疝時の穿入數は便宜上

2・ 2.84 5 07 同上、 交尾室穿入孔數(木屑を

8 1.72 • 2.54 、同 上 ふm出して居るのでその

4 1.24 203 同 上 位貿な讀んだ)を2倍し

5 2.70 42.03 束京郝南多摩郡元八王子 
村字川村斐神國右林

た。

平均
'2.30 1152
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月頃迄である。

以上前書が長くなったが、本論に返へし以下マツノキクヒ式御木誘殺法の設置場所、設置本數:、 

設置時期、設置樣式、管理と處理及び實施耍領の大要に就いて述べる市にする。

I•設置場所

一般に林緣の樣な風通しのよい明るい場所が最適である。被害地との位撰的關係は之に近接し風 

上の方がよいと言ふが、確寇期の吿蟲は可成よく飛朔するもので、風に乘ずれば2〜3kmは充分移 

動し得るから、距溫の關孫は一林班每に一箇設置する位の見當で充分と思はれる。兎に角設置埸班 

の選定;こは次の諸點に注意する必要があらう。

(1) 徑路、路網、道路傍C10m=以上の空陋Spaceと平坦部のあること。

(2) 陽光のよく當る南面の林絳。

(3) 作業所、苗囤小屋、其他見廻人の住居;こ近接して居ること。

(4) 伐採地に面し附近に伐根等の多い所。

(5) 水剂の便がよく、焼却處理を行っても後始末の充分出來る様な所。

(•3)地形が小堰堤一本によって簡垠に貯水池とすることが出來る所では、浸水法に依って饵木の 

處’12が出來るから見逃してはならない。

I•設置本數

餌・木は一體何本应おけばよいか、之はよく憐ねられることであるが、筆者は被害の程度に應じて 

5本〜30本(ha當り)を選べばよいと返答して居る。所で問題は被害の程度であるが、之は肉眼判 

定が極めて困雄で〜朝一タに冃を肥やすことは出來ない。然し勇人の方が見ても手のっけられない 

程被害の激甚な地域では饵木蒔殺法は冇效でないから、全林が後食被吿を受けた程度が、全枯れの 

木が點在する程度の所謂中缶、或ひは微害地方なら1〇〜3〇本でよい。又一見して見て全く被害を受 

けて居ない樣に見える地域でも、餌•木を設:置すると吿釘Iの棲息することが探知出來るので、この際 

にはあ當り5本程度で充分である。～般に餌木は本數を控へ目に設置すべきで、むしろ處理を適fi宿 

にする二とを强調したい、尙餌木の形狀、換言すれば害蟲が穿入するに有效な表面苗の大小によつ 

て本數:こ差を生ずるのは當然で、E記の基準は標準餌木の本數である。標準饵木は胸高直徑15ch、 

丈三に玉切ったものである。

又後食被害に對して御木を設置しようとする場合には次の樣な理論的設形本數算出法がある。

この算出法は一見復雜で實用に供し得ない樣に思はれるが、被害程度を肉眼で判定する事が前述 

の樣に困難であるので、ー應數値的に取扱って被害の程度を把握し、逐次目を慣らす以外に方法は 

ないであらう。

多くの後食被害木の中から標準被害木1本を選び出し、後食被害枝條の本數を算へ、之に全後食: 
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被害木本數と定乘數とを乘ずれば、全林の害蟲數が得ら担る。定乘败は-^-を使用する。第10圖a 

は後食被告の時期に依る變化を示めすもので、〇は健全時・Aは被害進行中、Bは被害後の狀態で 

ある。一般に〇-A—Bと變化するが、Aの狀態の時には第10圖bに示めす様に健全枝と後食被害 

枝とを判然と碰別し、後位被害枝1本母にその後食枝條數を誼み、合計すお樣にすると目測に誤り 

が少い。但しAの變化途中では後で定乘敏として七-を使用することが出來ないので注意を耍す 

るCこの際は7月から起算して調査日までの日數を分母とし4を分子・する定乘數を使用する。例 

へば綢在月日が?月10日であれば7月!日から9月1〇日までの通算日數72日を分母とし、4を分子 

として 舄、即ち一寿•が定乘數となる。

又伐根に越冬して居る時期に胴查するなら、多くの伐根’の中から標準となる伐根3本を選ぶ。之 

は被缶木の場合と異なり、外観から凿の多少を見極めることが出來ないので林緣•林內•林外の三 

ヶ所から任・世に選び、その太さも高さも中庸のものでなければならない。その各標準伐根に就いて 

越冬數を實禿し、その平均値に伐根數を乘じて全越冬蟲數とする。

以上何れかの方法によって林內に棲息する吿舔數の見當がついたなら、之を標準餌木1本に穿入 

出來る害描の數で割れば設置本數が求められる。標準饵木］本(1間材)の最大穿入可能蟲數は大 

約13〇〜L34である。(元口徑18cmとし、附錄の早見表を見よ)

築若は標準以外の餌•木に就いても最大穿入可能畋を計算し、ー捂表にしておけば實行上役立つ事 

が多いと考へ早見表を作製した。この表は餌未の徹收處理にも應用出來るので附錄として卷末に添 

へた。 ノ

I•股置時期

何・木の跋置時期は九州地方なら年內1〇月、山陽地方〇東京地方なら3月、東北地方•北海道地方 

なら4月上旬迄が一般の基準となって居るが、少し早目にした方が誤りがなくてい'樣である。

3月〜8月に設置した佃!木に對するマツノキクヒムシの來集狀況は槪ね次表の樣である。(演島縣 

双葉郡津島村大字赤宇木字椚平國有林內)

饵木に對するマツノキクヒムシの來集狀況 ,

段罔月日 3月28日 4月28日 5月22日 6月4日 7月20日 8月31日 附

來集しれ 
個骯数

722 301 96 3 9 168 1028

百分比％ 70 2 2.9 9.3 0.3 0.9 16.4 100.0

この表によって適期におくれたなら如何に效果が激減するものであるかを御了解願へると思ふ。 

尙害済の蕃殖期以前に設置すれば、その伐倒時期が多少違っても結果は大差ない。
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E•設駐樣式

餌木の設置様式は第9圖に示めす通り13種程あるが、設色に手間がかヽらず、管理が容易で誘致 

效県の比皎旳高いのは(H)VUI低架木式で、(L)X汀扛起式、(M;XIii 0'［立式は誘致效果は大であ 

るが、取扱ひに不便で、且つ廣い地割七必要とする缺點をもって居る。

盜難の恐れの多い地方では、(A)i片牛枠式、(B) ii兩牛枠:式等の樣に玉切らずに設每した方が 

無雄であるが、取扱ひは稍.。不便であ,る。

井桁式の樣に商く積んだ場合、他の秘の客蟲に對しては別であるが、マツノキクヒムシに對して 

は最上段のものだけが比較的滿度に近く利用され、下秋の饵Kは充分利用されない傾向が窺へるの 

で、小径木や薄皮の部分を下債に使った方が有利である。

以下低架木式に就いて具體的設置要領を述べ、J也は圖に依って御判斷願ひ度いと思ふ。

(1；M木の調製 饵木の長さは丈三物でも、又その半分の長さの物でも差問へない。1本の架未 

上に10本(普誑7本)位が手頃だから、元玉(丈三)で7本位を集め、他は適宜處分するなり、又 

は他の型誘殺饵木として利用する。

(2) 架木の設置 材料としては廣葉的(カシ・シヒ等)の4寸徑6尺(4本)、3寸徑8—12尺(1本) 

を準備する。設置豫定地に架木の位置取りをするため經始を行ふ。横木の方向を東西に向け、全體 

に北側へ寄せておく。杭間は横木の兩站が枕から1尺位宛出る程度にしておく。經始が終ったなら 

杭を2本宛X字型に打込み、その重り目を藤芟で結へ、横木を乘せた時ずれ落ちない樣にして催く 〇 

横木の高さは30cm位が標準であ’る。杭打ちが終れば、之に横木を乘せ側木の準備を完成したこと 

になるが、横木の長尺物の場合は挽むおそれがあるから、その中央で補强して置く。

(3) 餌木の設置 餌木上に30"位の標準角度で豫め調製した餌••木をのせて行く。架木の間隔は平 

均になる樣に手加減をする。最後に枝上・類を集め上面に覆ひかけておく 〇

尙設置が終れば上下面を一定にするための目安に白ベンキで丁字型の印を木口に塗ったり、設置 

月日を記した木札を打つける。

谜數の多い時は順に番號をつけておき御木設置位置圖や餌木ノ1卜との照合に便ずる様心掛け 

如

V•管理と處理一

餌木は一度設置したならば徳收までは盜難にかゝらない樣絕えず管理し、又蟲の來染狀•况を觀案 

してその徹收時期を決定し、確實に徹收處理しなければならない。このため地元民とは絕えず協同 

して理解のある援助も仰がねばならない。何木の外周にバラ線を張りめぐらす程にまではしなくて 

も制札位は立てゝおく方が親切である。又觀察や巡視のため專門の見廻り人を必耍として觀察の皓 

果は卽木ノートに記錄させ、異常の有無等報吿させる。見廻り人の巡視回數は每日1回行ふに越L 
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たことはないが、5日おき位でもよい。

何木の處理は坡を失せず行はねばならないし從って處理に必耍な資材はあらかじめ充分庄意し 

て整備しておく。

處理诗期は一般の基準に從へば、九州地方4月中旬、山陽地方•東京地方5月下旬、東::地方・ 

北海道地方G月20日となるが、筆者は次の樣なガ法で徹收時期を決定する方が地方差やその年度の 

氣候條件等も考慮する中もなく決定出來てより確實であると考へて居る。

マッノキクヒムシが穿入した位置には第H圖の樣に木屑がふき出して居るもので、この位置に赤 

ペンキで目印をつけながら觀察の都变その數を讀みとって行き、後之を集計すれば大約の穿入孔數 

を知るがが出來る。この際あま,り觀察の回數が少いと、木屑はその間に雨等で打たれて不明瞭とな 

り算へ誤ることになるから注意を要する。又一方何木の太さに應じた最大穿入孔數は附錄の「餌木 

早見表」から簡珥に索引出來るので、今標準餌•木(元口iScn】長2m)に就いて引いて見ると、この 

値は65〜69である。從って觀察の都度説みとって集計した木屑の位置數が65〜69に達したなら 

その餌木は安理してよいことになる。然し蟲の棲息败に比較して設置本數が多過ぎれば、蟲は分散 

して御木に穿孔する爲、滿度に佃・•木が利用されるとは限らない〇この點は充分承知して居て、若し 

最大穿入孔數に達しないうちに一部に飛孔が見られる樣な狀熊になったら機を失せず徹收處理をし 

なれけばならない。この危險を除去するためには表から求められる數のS0%位でおさへた万が安全 

である。例へば前述の埸合に例をとれば、65〜69の代りにその80%、52〜55をとり、この值に達し 

た時處理すればよい。又之が疑はしい時には抽出的に剝皮セ行って見ることで、この爲穿入を開始 

してから約1〇日間位はペンキの色を白とし、穿入孔數の累計が目標の52〜55に達しない前に、こ 

の目印を中心に剝皮を行ひ蟲の發育狀況を確かめ、蛹化したものが見られたら速やかに處理する様 

にしたらよいと思ふ。

處理の方法として剝皮が最も確實で經濟的でめる。尙剝皮した樹皮は燒却した方が安全で、その 

理由は羽化直後の成蟲や蛹が樹皮の中にある蛾室に潜在して居るからである。從って樹皮を割って 

その存在を確かめて:fcけば燒却する主旨がよく徹底するかと思ふ。又樹皮面に飛孔の見られる樣な
• 9 ,’ヽ・ *

餌木は既に害蟲が飛び出した後であるから、剝皮焼却は一應無駄らしく思はれるが、マツノキクヒ 

ムシの發育は不齊であって、必ずしも飛孔が見られたから全部旣にもぬけの殻であらうと速斷する 

のは早計である。一部に飛孔の見られる樣な時期には大部分は.！®室內で成蟲又は蛹の狀態である筈 

だから、樹皮下に蟲は居なくとも最も入念に樹皮を燒却しなければならない。焼却に代る方法とし 

ては種々舉げられて居るけれ共、焦殺、浸水以外の方法は推獎出來ない。焦毅を簡便にするため卜 

ーチ、ランプ(ブロー、卜～チ)で5〜6回ふきつければよいが、トーチ、ランブの有效な時間は 

あまり長いものではないから餘程总際よくやらないと經費が嵩むおそれがある。筆者の質驗では
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0.71入の小型トーチで25分の有效時罚であったが、これは何・木1本を焦殺するだけの效力しかもた

ないのであち〇 ・

浸水時間は滿度に利用された竹:木な":、7日間で充分である。

VI•實施要領の大耍、 ■

餌木陟段法は一般に次の五項目から成立って居る。

1. 被害地附近つ基礎調査 3.伐虱伏込 5.徹收、處理

2. 選木 4•管理 ,

マッノキクヒ式简•木誘段法も同樣、この五項目から成立って居る。以下項を追ふてその要領の大 

要を述べることにする。

1 被害地附近の基礎週控 9月〜1月(九州地方9月)

マツノキクヒ式饵木誘役法を實施するーに當って、先づ第一に行はなければならないのは被害地附 

近の基礎調査である。調査の範圍は縣ブロックを理想’とするが、やむを得なければ地方ブロックと 

する」その何れにしても地・每の調査が基幹となるから防除地域の範国を決定しておくことが必嬰 

である。基礎調査に於いてしなければならないのは被害の原因、後食被害程度、 程度、餌木殷從埸 

所、選定等で、調査が済んだな涂査資料に基いて防除計畫を樹てる。

被害わ原因を明らかにすることは餅木誘殺法う箕施に當って役立つ事が極めて多いから•、之をお 

ろそかにすることは好ましくない。原因を知るための必要な事項は種々あるが、大略次の點に着眼 

するとよい。

(1)被害林の狀況 松の枯れ方を外貌して、直ちにその枯れた原因を知る事は容易でないが、原 

因探求の一つの手掛りとなることは小實である。全林の狀態と被害木を單木的に見た場合とで判定 

法は相違するから、先づ全林の狀態から判定する方法に就いて述べる。マッノキクヒムシを主躅と 

する被盤林の外觀上の特徴は秋口から冬にかけて後食破害木(山梨型)が全林に見られ、4〜5月頃 

から樹冠全臆が赤く枯れ初めた木をその間に點在するものである。4〜5月頃の狀態が全林綠の松の 

間に赤く全枯れした木が散在する程度であり。その後全枯れの本數が址加世・ず、逐次後食被害木が 

見られ’る樣になれば、マツノキクヒムシの被’薛を主侮とするものと見て差悶へない。但しこの狀態 

の林が9〜10月頃、再び全枯れの木を増加する樣になれば、ゾムムシ又はカミキリムシ等の害を併 

發して居ることが判る。後食被害木が比較的少く、9〜1〇月頃全枯れの木を初めて見る樣ならば、 

ゾウムシ・カミキリムシを主圈とする被害木であることが多い。單木的に見る揚合、後食被害木は 

一見して判るが、他の枯れ方でも少し注意して觀察するならば、樹冠中の大きな枝が團狀に枯れ初 

め、遂に全體が枯れてしまふものと、樹冠全慣にぼうつと同色に枯れるものを區別出來る筈で、前 

者はカミキリムシによる窖、後者はマツノシラホツゾウムシに依る害の特徴である。又葉の先端が 
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黄變し、一枚の麋を手にとって見て、そこに黑い斑點や斑條の見られるのはマツノカビフルヒ病に 

よるもので蟲害ではない。之は多く榮養失調の結果表はれるもので、大切な庭木等なら施肥すれば 

大低の場合回復する。

(2)阡!帶t也の狀況 蟲害經過を知る巫要な資料となるもので、被害地を中心に2〜3料位の範圍に 

亘って綢査する必要がある。被害地の附近に開拓地、新墾した苗畑、豹滅道路、伐採跡地、製材所、 

パルプエ嗥驛等の工場、及び民家、皴鹽所、瓦工場:窯案所等の貯薪等がないか又は也かったか 

を訓査する"それらの場所では努めて蝕痕を探求し、蚀痕によって密蟲の種類を判定する。この時 

單に害卷公轴自を列舉するだけの調査では大した意味をもたない、。なるべく多くの資料に基いて單 

位去面依(1000cm5 )當りの蝕痕の阪を求め、害蟲の優占梗Dominantを判然りさせたり、又材の移 

動方向を調査し、今後の被害の進展を豫測しておくことも必要である。

後食被密程度及び越冬所の調査は設置本數の項で述べた要領に從って實施し、この內の何れかに 

よって林內に棲息する害描の槪數を把握し、設置本數を決定する。

仰木設置場所は選木と相俟って決定しなければならないが、 周約に御木誘殺法を實施するには餌 

木を散在させない方がよいから、あらかじめ設置場所の項で示めした注意項項に基いて調查してお

<必要がある。

防除の實施計毎は一防除也域每に樹立しなければならないが、 計畫には勿論無理があってはなら 

ない。特に處理能力を無視した計盜は危險である。土地の事情、作業員の人數、經費等を充分考へ 

に入れ、作業人工數、 資材及び經費等を見積り各項目間の調整を計る必要がある。

2.選木 1〜2月(九州地方9月)

選木の基準及び選定の順位は槪ね次の樣である。

(1) 風倒木又は傷害木ゝ或ひは伐倒木、造材

(2) 後食被害程度の進んで居るもの

(3) クロカワの部分の多いもの(アカマツの場合)» 標準1.8Om位

(4) 根元經(根張りを除く)18〜22cmの木が手頃である ,

(幻 伐採地に面し、陽光の充分あたる林緣木がよ〇い

(6)見廻りの便のよい所に立って居る木

尙選木したなら必らず目印を附けることを忘れぬこと。目印としては白ペンキ白帶、若しくは藁 

縄を目通り以上の高さに卷く。銳目や木札等は往々にして目落すおそれがあり、特に木札は風やそ 

の他の原因で落ちたりして好ましくない。又選木の順に一連希號を打ち、 野帳にその所在を記錄し 

ておけば伐倒の際まごつかなくてよい。

8.伐倒、伏込み 2〜3月(九州地方1〇〜3月)
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選木直後に附けた目印に從って伐倒し、伐倒後他所へ材を集結するかゝその場に伏込むかは計整! 

に從ひ整然と行ふ。玉切りに先立ち枝條等を拂ったら、之等は出來る限リー箇所に集めておき枝僅 

餌木として利用する。

4. 管理 2〜6月(九州地方1〇〜4月)

徹次處理の準備爲特に資材の調達考人員の割りふり等は管理期間中の重耍な仕京の一つである。 

共他は管理及ぴ處理の項に記述した注意事項に從って行ふ。

5. 徹收處理 5〜6月(九州吨方2〜4月中旬)

徹枚處理の要領はその土地の作業の習慣等によって種々な方法がとられるであらうが、以下二三 

の例に就いて述べ參考に供し樣と思ふ。

低架木式を採用し、剝皮建却によって處理しようとする埸含。先づ横木をとり外し、杭間を5尺 

に短縮し、その間へ屋根に使用する大幅のトタン板を敷く。餌木は一側へ集結しておき丄本宛杭と 

杭の上にのせ、被覆しておいた枝條や横木は燒却用の燃材として少し宛トタン板の上に投じた愛火 

する。火はあまり大きくする必要はない。次にジョレン型の剝皮器、又は鎌等をつかって饵木の樹 

皮を剝く。剝かwた皮:は逐次トタン板上に落ちるが、中庸程度の人夫で標準徑級の一間長さの餌・木 

なら約五分で剝度を終へるから、1本剝皮を終へる何に散在する樹皮をかき集め火中に投げ込み' 

この樣にして剝皮を終へた材は他の側へ積む。拘本の荷木を處理するには一時間半もか、れば充分・ 

で、作業に必要な人目は二名でよい。又トタン板を使用する代りに堀堅の容易な所では、徑Imゝ 

探さIm©穴を堀リ、穴の中でたき火する樣にしゝ剝いだ皮をこの中に投げこむ樣にしてもよい。 

何れにしても全部莞却を終へたならば火の始末を充分に氣をつけ、トタン板の揚合には殘り火をS 

ろげて携帶した水を注いでおく。穴の場合には堀り出した土をかけておけばよい。尙平均濕度負％ 

以下で、ビューフォート風力階級の風級3以上の日には燒却法は避けた方が安全である。

他の型式の設置樣式を採用した時には剝皮の便のため杭打ちしなければならないが、他は前述。 

要領に準じて行へばよい。

浸水法によって處理しようとする場合。餌木は水中では浮上するから5本位宛筏狀に結束し、 錘 

をつけ貯水池中へ投げ込む。小堰堤によって渓流を堰き止めようとする場合には管理期間中にこの 

作業を實施し、おくれない様心掛ける必要があるが、この方法を採る位なら剝皮焼却法の方が手間 

もか、らず效果的である。旣往の貯水池を利川する揚含なら餌•木の設抵場所を池の岸邊に2Iび、處 

理の時期に前記の通り筏に結束し錘をつけて池中におとし込めぱよいのである。

焦段法特にトーチ、ランプによって處理しようとする揚合。之は剝皮トーチ法と言・って居るがゝ 

剝皮粗とトーチ組とは別組とし、剝皮した後をトーチ組がトーチ、ランプで焦殺すると言ふ風にし 

た方が能率的である。尙剝皮せずに焦殺だけで處理するにはたき火も大きくしなければならないし、
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一面に對し10分間を要するから、一本を處理するに少くも40分以上を費すことになり能率はあまり 

よくない。たき火の後始末は剝皮燒却注と同樣に注意する必要がある。又剝皮を燃材とするわけに 

行かないので枝條等は可成多i！に準備しなければならない。 •

尙その他管理及び處理の項に記述した注意が項に從って行ふこと。

以上マツノキクヒ式饵木腸殺法實施要領の大要を述べたがゝ本法の槪略の要領は御了解願へたと 

思ふ。

五、 結 言

筆者は害蟲防除の鍵は害蟲の生態を徹底的に探求することにおると確信して居るので、 常日頃講 

習共他あらゆる撒會にその點を强調して來たのであるが'本書に於いても生態の方面から從來の防 

除方を再檢討し記述した心算である。漸新な防除法、 例へば包氣的に害蟲を撲滅する方法等が各方 

面鶴首して待たれて居る時' 恰も思想的に時代と逆行する様に見えるが、地道な害蟲生態の硏究が 

如何に重要であるかを指適して從來の道行きを深く反・竹して見たいと思ふのである。仙・•木誘殺法は 

種々な技術が縱横に組合されて居るー見複維な方法の樣に思はれるが' その根底を流れるものは害 

蟲の生態の探求に他ならないのであって、防除の指針も亦自然界の現象から麺除者自らが導ま出さ 

なければならないと恩ふのである。筆者は常に害蟲驅除者自らが立派な畚蟲生態の硏究者であり、 

且つ防除の實行者である時代が到來すれば、松喰蟲問題の解決も可成早められるのではないかと考 

へて居る。Louis Agassizがその硏究室に掲げた扁幅の文字、即ち“Study Nature, Not Books〃(自 

然硏究に書物はない)の一語はよく味ふべきで、本書に記述した所は自然界と取組む害蟲防除の大 

が業から見れば' そのー載片に過ぎないのである。筆者は書波:驅除の最も優れた專問家は' その地 

域の害蟲の生偈をよく觀祭し、害蟲の我點•をよく把握し得た老であることを確信して居り' 一日も 

早く' 一人でも多く、そうした專問家が各地に出て來られる事を待望してやまない。本書がそのー 

助としていさ、か御參考になる樣なことがあ就ば筆者望外の幸である。本書を綴るに當って、御助 

言・を賜った村山釀造博士及び調査上の御便宜を與へられた東京營林局及び山梨縣廳の各位に厚く御 

禮申上げる。

尙卷末に附錄として「餌木表面種 1早見表」及び餌木誘殺法による防除曆を添へた。充分御硏究の 

上實地に應用されること'を御願ひして擱筆する。

六、 文 献

マツノキクヒムシに關する文献は可成多いが主要なるものを記載する。

1•佐多一至:兵庫縣に於いて激害を加へつつある松樹穿孔蟲類とその驅除に關する考察ゝ兵庫縣 

林業試驗場(1942)

2•日塔正俊:餌木に依るマッ害適誘引に關する調査、林業試驗衆報、第54號(1943)
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3. 日鹿我實:九州・也"に於けろ松枯死の原因並びにその對策、館本松林局叢書、 第新號PMゝ

(19-13)

4. 細谷辻雄:赤松に寄生するキクムシ類’丿)二三の習性とその防除芻策、 日本林學匂々員硏究論 

文集 p. 333-337.(1943)

5. 中野博正:生態上より免たマツノキクヒの防除法、 林業技衝、No. 4. p.15-19.(1949)

6•日塔正俊:開拓と松樹彼害' 山林782號P.G.-12 ¢1949)

7. 中殍博正:赤松寄生颯穿孔髄の生濒勺硏究、蚀痕の基礎的硏究(豫報)、 日本林學杏誌vol.31 

No. 3. 4. p. 7-15 (1949)

8. 井上元則:松喰蟲防除精说 朝倉書店(1949)

〇.加邊正,明:松喰蟲の生態と防除ゝ前橋蛰林局報吿(1949) •

附錄何木表面萩・?•见,(何木早見表)

名稱 本表の名稱は「饵木表面頂、穿入孔數,世びに穿入蟲敷早見表」と呼ぶのが正しいかも知れ 

ないが、 便宜上「御木表面茁早見表」或ひは「舟木早見表」と呼ぶことにする。

算山の枳媒睡木表面玷出の根據となって居る公式は欠頂ismsの展開を求める式即ち△="

♦ d
(r+1-0Hである。"…圓周率、 r・・・底面の只徑、「…上面の半徑、 之を餌・木にあてはめるとr =す、 

r,=・、h=l(d,d,元口及び末口の徑、 1材長)だから、餌木表面憤=加c(d + d,)lとなる。御木 

1本に收容出來る穿入孔數わ最大値を求めるため、 ー蚀痕が占有する面菠の平均を300cm,(15x20) 

とし、 之で表面領を削った値を、 求める數としたのである。1穿入孔中には通常‘！！難雄番で2頭宛入 

って居るものだから、穿入孔數を求める爲穿入孔數を2倍した。

昱鼠奏•遊玄 «

表は縱に餌木の形狀、 即ち完滿、中慮、 梢役の三段階をとり、 横に元口徑14〜28cm迄ゝ2cm括約 

で8階級としてある。株］中の最上位に記してある5桁の數宇は側木表面債びあり、 次の2—3桁の數 

字は穿入孔數、最下位の括孤を附した數字は穿入孔吸である。本表は1間材を基準として作製して 

あるので、他の材長の場合には適宜加诚しVいたヾき度いと思ふ。2‘間材なら2倍ゝ丈三物なら 

2春倍すれば大略の數値を得る。

例。1間材、元口徑20cm梢段の何木の場合。

先づ梢殺の欄を見る。次に同欄を右に見て行き、*•旦德2史烈切欄に交はる點で、表面積21352' 

穿入孔數71,穿入蟲數(142うを知ることが出來る。

元口徑の欄は2cm括約に作製してあるので、 測定の際にも出來得れば2 cm括約で測定していた 

ヾき度いが、若しそうでなければ、例へぱI'cmなら20cmに23cmなら24cmにと言った具合に 

切り上げて貰ひ度い。

■/
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附 錄

註表面積單位cm?

饵木早見表

徑
形、、cm 14 16 18 20 22 24 26 28 摘 55

完 滿
16956

56
(112)

J884O 
63

(12め

20724 
69

¢138)

22608
75 

(150)

24492
81

(162)

26376
88

(176)

28888
96 

(192

31400 
105 
¢10)

普通28cm以上の大徑木を即 

木として供するこiが少いので 

30cm以上の欄は波けて居ない。
中 庸

163"8
54 

(108)

18212 
61

(122)

20096 
6?

(134)

21980 
73 

046)

23864
79 

(158)

25748
86

(176)

28260
94

(184)

30772 
103 
(206)

梢 殺
15700

52
(】04)

17584 
58

(116)

11468 
65 

¢130)

21352
71

(142)

23236 
77 

；(154)

25210 
84 

(164

27632
92

(184)

30144 
100 
(200)

仰木誘殺法による

防除曆

摘要山陽抱方は東京地方に準じ、東北地方は北海道地方に準じ

實施項見一— 
ーニ地方 九 州 東 京 北海道

被害地の基礎調査 9月 9月ー1月 ' 9月一 2月

選 木 9月、 1月一2月 2月ー 3月

伐倒ゝ伏込み 10月ー 3月 2月ー 3月 4月ー・上旬

瞥/ 理 10月ー4月 2月ー5月 4月ー 5月

徹收、處理 2月ー4月中旬, 5月ー 6月 5月一下旬

て行へばよい。
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